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件名：インターミディエット報告
掲題に関しこの度、新たなリトルリーグ野球ならびに選手拡大の

プログラムとして視察を実施致しました。

内容に関し下記の如くご報告致しますのでご高覧の程

何卒宜しくお願い申し上げます。

記

1．視　察　日　　：　2012年11月4日

2．場　　　所　　：　武蔵府中リーググランド

3．大　会　規　模：　22リーグ参加（単独、連合）

4．参　加　年　齢：　6年生主体、一部5年生参加

5．内　　　容

　・本日の試合はルールが通常の野球にも関わらず選手は柔軟に対応し

　　楽しくゲームが行われていました。またボークも１試合に２個程度である。

　　リードに関しては不慣れからあまり塁から離れてはいないが、ゲームが

　　進むにつれ盗塁等が多々なされ盛り上がった。

　　リトルゲームとの相違点は、守備側はダブルプレーが減る、打者側は、スクイズや

　　盗塁、ヒットエンドランと多彩な攻めが出来る。

　　やはりゲームの鍵は、投手と強肩な捕手。

　　　選手より指導者が混乱をしたと強豪武蔵府中大前監督よりコメント。

　　大会役員も運営は特に問題が無いとしスポ少の硬式バージョンでもあり選手拡大
　　に繋がると複数役員からコメントを戴いた。しかし乍、単独リーグで行うに当り

　　グランド確保や延長等の課題はあるとご意見もあり。

　　全体的には指導者、役員も導入賛成であるが中学校２年生の参加はシニアとの

　　　兼ね合いがあり参加させたくても出来ないのが現状のご意見。

　　練習に関しては特に問題が無く、メジャー選手はリトル練習やインター
メディエットを日で分けて練習の為運営には問題が無い(グランド保有有無別途)。
　

6．リトルとの相違やQ&Aにてご報告いたします。
◆インターミディエットはリトルリーグであり組織も同じです。
　現段階では従来通りの分類で行いワールドシリーズも従来通り継続。

　また別途、インターメディエットワールドシリーズをカルフォルニアで開催。

　日本は国内予選を行い、アジア予選に出場し優勝にてアジア代表としてワールド

　シリーズへ参加する。

◆参加資格はリトル国際登録時に同時にインターミディエット登録が大前提である。

　登録が無いリーグは参加資格無し。※国際登録料は日本円で1500円から2000円程度

「リトル分類」

ティーボール　　　　：園児、小学校低学年

ジュニア　　　　　　：小学校低学年

マイナー　　　　　　：小学校4年、5年

メジャー　　　　　　：６年、中１年生

インターメデｨエット　：中１年生、中2年生　＋　6年生で技量が見合えば可能

※例は日本の学年で記載
＜サイズ？＞
・投手は50ﾌｰﾄ（15ｍ24cm）、塁間70ﾌｨｰﾄ(21ｍ33.6cm) 、両翼70ｍ

※スポ少サイズに近い

＜道具？＞

・使用道具は、全てリトルリーグ用　※バットは11月末にUSAで決定（指定あり）
・現在の中学生用表記の硬式バットは不可（シニア用）

＜ルール？＞

・ルールは通常の野球と同じとし、けん制、盗塁あり（ベースボール国際ルール）　

※投球制限はリトル年齢適用、捕手も４回未満なら投手可能
＜登録人数？＞

・ベン入りは25名
＜参加資格？＞
・インターメディエット国際登録リーグのみ
・連合チームは県内なら編成可能としワールドシリーズにも出場可能

　※バンダリ外でも該当リーグ承認で参加可能
・4月生まれ制限無し

＜シニアも出来る？＞

・リトルシニアとのダブル登録は不可　

1 シニア見解であり、リトルは特に無し

2 リトルシニアは別団体である

3 シニアでは無く中学生軟式野球部所属は可能

＜シニアとの連携？＞

・別団体に伴い今まで通りであるが、シニアとの兄弟リーグは現シニアで登録前の

　中１や中２を確保出来る。その際はシニアの理解のみ。
＜シニアでインターメディエットは出れる？＞

・シニアでダブル登録不可の場合は不可能。更にリトルリーグ名での参加が前提。
＜ワールドシリーズ２回出場は？＞

・リトルメジャーでワールドシリーズ登録選手はインターメディエットの

　ワールドシリーズは参加不可（ダブル登録）

※県、連盟、国内予選は別途確認

＜メット？＞

・例）複数チームを保有し、選手権用でAチーム、Bチームで分けたリーグは、

　Bは最初からインターメディエットへ出場が出来る。即ちBチームに目標がある。
・選手不足で選手権や選抜に出れないリーグは連合としてインターメディエット

　へ参加が出来る。

＜デメリット？＞

・グランドサイズの延長拡大

・リーグにより中学２年生の在籍もあり勝敗に差がつく。
・アジアやUSAは中学２年生がメイン選手である。
◆11月中旬にアジア会議、末にはUSAにて会議があり日本より木村会長、三田ADA、
　織田ADA各位が参加し詳細が決定します。
· 今後については日本リトル本部、三田ADA氏との連携での運営並びに他連盟の

動向を見ながらの東北連盟への早期導入と考えます。
＜概要＝データソースリトルリーグ野球協会＞

2012年9月27日
広報部 
ペンシルベニア州南ウィリアムスポート 
リトルリーグ・インターナショナルが新部門の名前を発表しました

リトルリーグ・インターナショナルは最新の野球部門の名前を発表しました。その名前は「リトルリーグ・インターミディエット(50/70)野球部門」です。

リトルリーグにおいて1999年以来となる新部門は、リトルリーグ(46/60サイズ)から、フルサイズ規格であるジュニアリーグ部門(60/90サイズ)への過渡的なものとなります。高い技術を持つ11-13歳選手に離塁や牽牽制プレーなど、より一般的な野球を行わせるための部門になります。 

伝統的なリトルリーグ(メジャー)部門では、投球が打者に届くまで走者がベースを離れることができないので、牽制プレーは必要ではありません。さらに、インターミディエット(50/70)野球部門の試合は一般のダイヤモンドのサイズではなく、リトルリーグ部門のダイヤモンドよりは大きなグラウンドで実施されます。

リトルリーグ・インターナショナル理事会は5月に開催された春の年次ミーティングにおいて、インターミディエット(50/70)野球部門の創設を公式に発表しました。その決定は、11-13 歳のための新プログラムの創設について、ボランティア地区責任者による投票で圧倒的な支持を受けてなされたものです。

過去3シーズンについて、世界中の各リトルリーグが50/70パイロットプラグラムについて公認を受けていました。そして本年の始め、世界中の様々な地区で実施された円卓会議での地区責任者による投票に向け、実験的なルール変更がなされていました。リトルリーグ・インターナショナルは世界中の何千人ものボランティアと保護者のご意見を聞いたうえで新部門を創設しました。

運営兼プログラム開発担当上席副会長であるパトリック・W・ウィルソン氏は次のように述べています。「私たちがこの段階に至るまでのお手伝いをいただいた、世界中の各地区・リーグにおける何万人ものボランティアの皆様に感謝します。過去3年間にいただいた貴重な情報のおかげで、私たちは各リーグがこれまで以上に多くの選手たちに試合を提供する方法を作ることができました」

各地方において、インターミディエット野球部門は、その親にあたるリーグと同じバンダリーから選手を集めることになります。リーグのバンダリー内に試合を組めるだけの選手がいない場合、地区責任者の推薦と公認委員会の承認を得たうえで、同じ地区の2つ以上の隣接しているリーグが合併してひとつのインターミディエット・リーグを作ることができます。個々のリーグはそれ自身でインターミディエット部門の公認を得ることになります。

インターミディエット部門のトーナメント大会は、毎年のワールドシリーズで終わる構成となります。最初のインターミディエット・ワールドシリーズは、カリフォルニア州リバーモアで2013年8月に実施すると今月初めに発表されました。

ウィルソン氏は「私たちは、インターミディエット部門が地方レベルで柔軟に対応できるよう規則を定めました。例えば、各リーグはインターミディエット部門にすべての適任の13歳選手を所属させ、すべての11、12歳の選手はメジャー部門に所属させることができるし、11、12歳選手で優れている者をインターミディエット部門でプレーさせることも可能です」と述べています。

リトルリーグ・インターミディエット部門トーナメントチーム（オールスター）に選出されるためには、選手は適正な年齢であると同時に、学校野球への参加の場合を除き、インターミディエット部門のレギュラーシーズン試合の60%以上に参加しなければならない。 

来たる数週間、リトルリーグ・インターナショナルの規則委員会、リトルリーグ諮問委員会、およびリトルリーグ・インターナショナル理事会は、新しい部門に係わるその他の規則を決定するために会合を開きます。詳細は11月中旬に発表の予定です。

インターミディエット部門のグラウンド規格は、その名が示すように、伝統的なリトルリーグダイヤモンドと標準の野球ダイヤモンドの大きさの中間にあります。インターミディエット部門では、投手板から本塁までの距離は50フィートで、塁間の距離は70フィートです。 レギュラーシーズンに関しての、本塁から外野フェンスまでの距離は200～275フィートを推奨します。 

2年前、必要であれば両方の部門でグラウンドを共用できるように、伝統的なリトルリーググランド(60フィートの塁間)を50/70部門に変換するための手引きをオンラインで提供しました。過去3年間で、世界中の340以上のリーグが50/70パイロット・プログラムとして公認されました。

以上

